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はじめに

本研究では、いわゆるアクティブ・ラーニングのひとつの授業形態としての反転授業などを参考にした授

業形態が学生の授業内容の理解に及ぼす影響について検討した。アクティブ・ラーニングの重要性について

は、次期学習指導要領における課題の一つと位置づけられる。例えば、「２．新しい学習指導要領等が目指

す姿」では、次のように述べている。すなわち、「次期改訂が目指す育成すべき資質・能力を育むために

は、学びの量とともに、質や深まりが重要であり、子供たちが「どのように学ぶか」についても光を当てる

必要があるとの認識のもと、「課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学び（いわゆる「アクティブ・

ラーニング」）」について、これまでの議論等も踏まえつつ検討を重ねてきた。」というものである。これ

は、教育課程企画特別部会論点整理（以下「論点整理」）における記述であり、現在、アクティブ・ラーニ

ングの位置づけについては、この論点整理に基づいている。羽入（2016）は、論点整理の解釈に基づいて、

アクティブ・ラーニングの特性を次のように述べている。すなわち、「アクティブ・ラーニングは、他を理

解し、認め合い、協調する手立てを見いだそうとする試みである。したがって、アクティブ・ラーニングの

本質は、学習や生活で出会う具体的な場面と、個々の考え方の交流を前提とする教育を心がける。この学び

が人間性を培うことにもなる。それこそが「アクティブ・ラーニングの視点からの学びの充実」である。ア

クティブ・ラーニングは教育の目的ではなく、あくまでも目的に向かう試行的な積み重ねなのである」とい

うものである。このように、アクティブ・ラーニングの特性は、どのように教えるかというような、教授学

習における教え方にあるのではなく、学習者がどのように学習内容を学ぶか、主体的に学びに関わるかにあ

るだろう。その一方で、近年アクティブ・ラーニングに関する議論では、反転授業やICT活用などの新しい

授業方法の提案なども活発に行われるようにもなっている。羽入（2016）の主張に基づくならば、このよう

な新しい授業方法は、学習者のアクティブ・ラーニングを促進するために行われることが重要であるだろ

う。学習者のアクティブ・ラーニングを促進することについて、ヴィゴツキーに代表される社会構成主義で

は、足場かけという概念で説明されることがある。今井（2008）によれば、ヴィゴツキーの足場かけとは、

両親や「専門的知識をもった仲間」による作用として適応されるもの、あるいは、子どもが自分よりさらに

賢く、有能な人との関係をもつ機会の提供や、誰かの必要な概念と意識を提供すること、と述べている。ア

クティブ・ラーニングを主体的・対話的で深い学び（文部科学省、2016）とするならば、アクティブ・ラー

ニングにおける足場かけの機能は、学習者による効果的な学びを促進する授業開発には欠かせないだろう。

そこで本研究では、反転授業を参考にした手続きが、学習者の授業内容の理解に対してどのような効果を及

ぼすかについて検討する。

本研究では、学習者の特性としてSelf-Regulated Leaning信念（以下「SRL行動傾向」）と批判的思考態
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度を取り上げる。Self-Regulated Learningは、我が国では自己調整学習と訳されることが多い学習であ

る。伊藤（2009）は、SRLの定義のひとつとしてZimmerman（1986、1989）の「学習者が、メタ認知、動機づ

け、行動において、自分自身の学習過程に能動的に関与していること」を挙げている。ここでのSRLの構成

要素としては、自己調整学習方略、自己効力感、目標への関与が含まれる。あるいは、伊藤（2009）は、

McCombs（2001）による次のような説明を紹介している。すなわち、「自己システムのプロセス（主体とし

てのプロセス）」には、自己覚知、自己省察、自己評価といった「思考や経験についての思考」に関するメ

タ認知的ないし高次のプロセスが含まれているというものである。心理学的、現象学的アプローチに共通す

る考えとして、SRLにはメタ認知的機能が構成要素として含まれるというものである。主体的あるいは深い

学びには自己省察、自己評価としてのメタ認知が重要な役割を果たす。SRLに関する関心は近年高まってお

り、Science Directでは、SRLに関する論文等は、2014年以降、年間500編から600編発表されていることを

確認できる。SRLに関して、寺田・浦（2016）は、日頃の学習活動からSRLの行動傾向を測定する尺度を開発

した。ここでは、SRLの行動傾向を、学習全般において、日頃から自己調整している傾向と定義し、SRLの行

動傾向を特性レベルの個人差として測定する尺度を開発した。SRLの行動傾向が高いほどSRLを十分に習得し

学習活動を調整できており、自己調整の源が学習者自身に移行していること、低いほどSRLが習得できてお

らず、自己調整の源が学習者自身に移行できていないことを意味する（寺田・浦、2016）。このSRL行動傾

向尺度は、「メタ認知」「努力調整」「否定的思考の制御」によって構成されている。寺田・浦（2016）

は、高校生を対象として、学力とSRL行動傾向、学習動機づけ（速水、1996）の関係を調査した。その結

果、学力上位群では、SRL行動傾向のメタ認知と学力特典との関連が見られること、外的動機づけとSRL行動

傾向のメタ認知には負の関連が見られることを明らかにした。

批判的思考態度は、平山・楠見（2004）では、「客観性」「証拠の重視」「探究心」「論理的思考への自

覚」によって構成されるとされる。平山・楠見（2004）は、対立する議論を含むテキストからの結論導出課

題を行ったところ、「探究心」によって信念バイアスの回避ができることを確認した。このことは、自らの

信念に対立する主張であっても、批判的思考態度の探究心の機能によって、信念バイアスを回避することが

できることを示唆している。また、探究心の尺度は、「生涯にわたり新しいことを学び続けたい」「自分と

は違う考え方に興味を持つ」「新しいものにチャレンジするのが好きである」「いろいろな考え方の人と接

して多くのことを学びたい」などという項目によって構成されている。これは、学習に対する内発的動機づ

けに関係するもの（田邊、）と位置づけることができる。

本研究では、反転授業などを参考にした授業手続きが学習内容の理解に及ぼす影響について検討する。学

習者の特性として、アクティブ・ラーニングに関わる心的特性として、SRL行動傾向と批判的思考態度を取

り上げる。

１．方法

１－１　調査時期

本研究の調査は、2017年前期実施の教育学部科目「子どもカウンセリング論」と連動させて実施された。

調査時期は、2017年の４月と７月に実施された。

１－２　調査参加者

本研究の調査参加者は、授業科目の受講者45名であった。

１－３　材料

本研究では以下の材料を用いた。１．授業内容に関する理解度確認項目（本研究で自作）　２．SRL行動

傾向（浦田・浦、2016）　３．批判的思考態度（平山・楠見、2004）　１の理解度確認項目は、授業で扱う

人名な専門用語を多肢選択式で回答を求めた。２は、SRL行動傾向を測定するための質問紙であった。３は

学習に対する志向性を測定する尺度としてSRL行動傾向とは別に設定した。その理由としては、「客観性」

「証拠の重視」「探究心」「論理的思考への自覚」という４因子構成が、SRLとは別の学習に対する認知欲

求や内発的動機づけ（田邊、2014）の機能を測定することを意図したためである。
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１－４　手続き

本研究は、授業と連動させて実施された。１回の授業の基本的な構成はいくつかの手続きのパターンに

よって実施された。まず、講義型の授業が中心となる手続きでは、まず授業者によってその授業回の内容に

関する講義が実施された。講義はパワーポイントのスライドを画面に表示し、授業者が内容を講義形式で解

説するという手続きであった。講義の後に、関連する動画等の教材を提示し、受講者は動画等の教材を視聴

した後に、受講者同志によるグループディスカッションを行った。その後、授業者がディスカッションで得

られた意見を集約し、それらに対して解説が行われた。次に、反転授業を参考にした授業手続きのひとつで

は、授業の開始時にその授業回に関連する心理尺度等への回答のような課題が実施された。課題終了後、受

講生に対して、先ほどの課題の目的（どのような特性を測定しているものであるか）について考察すること

を求め、グループディスカッションなどによって受講者による意見の交流が行われた。その後、ディスカッ

ションで得られた意見を授業者が集約した後、課題の目的や内容を説明した。反転授業を参考にした別の授

業では、授業回の前に、授業時に行うディスカッションの課題に関して、授業者が作成したワークシートに

記入するという宿題を行った。当該の授業回にワークシートを持参し、各自のワークシートの記入内容に基

づいて授業者が設定した手続きに沿ってグループディスカッションを行った。授業科目の各回のテーマを表

1に示す。なお、本研究の授業では教科書を設定せず、各回の授業に応じた資料を自作した。

１－５　授業

本研究の講義等の実施は、主として第一著者が担当した。各授業回における学校教育的視点、特別支援教

育的視点に基づいて、第二著者、第三著者が講評した。第四著者は、授業外支援を行った。

表１　各回の授業回のテーマと内容の関係

テーマ 主な内容、キーワード

１回目 発達理論 ピアジェの発達段階説

２回目 心の理論 誤信念課題、他者視点の獲得

３回目 学習理論１ 古典的条件づけ、オペラント条件づけ

４回目 学習理論２ プログラム学習の原理、応用行動分析

５回目 学習理論３ 観察学習、傍観者効果

６回目 欲求理論 接近回避動機づけ、マズローの欲求階層

７回目 動機づけ
自己決定理論、自己調整学習

学習動機の２要因理論

８回目 中間まとめ

９回目 学校心理学
心理教育的援助サービスの構造、効果的な

リソースの活用

10回目 社会性と情動 Social Emotional Learningの概要

11回目 グループ発表１ 学校心理学

12回目 グループ発表２ 学校心理学、SEL

13回目 グループ発表３ 学校心理学、SEL

14回目 グループ発表４ 学校心理学、SEL

15回目 全体のまとめ
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１－６　調査手続き

本研究は次のような手続きであった。授業開始当初時期に１回目の理解度調査を実施した。これは、調査

参加者の授業内容に関する既有知識を測定するためであった。同時期にSRL行動傾向と批判的思考態度に対

する回答を求めた。これは、就学支援システムの授業内アンケート機能を利用した。授業の７回目終了時に

授業内容に関係するワークシートへの記入を求めた。授業終了時期に、２回目の理解度調査を実施した。こ

れは、就学支援システムの授業内アンケート機能を利用した。また、授業の最終回に授業内容に関する自由

記述回答による内容理解確認調査を行った。

２．結果

本研究で用いた変数の記述統計を表２に示す。次に変数間の相関係数を表３に示す。

表２　本研究の変数の記述統計

表３　本研究の変数間の相関係数

表３を見ると、批判的思考態度、SRL行動傾向の下位因子には相関が見られるが、異なる尺度の因子間に

有意な相関は見られないことが分かる。このことは、２つの尺度は、学習者の異なる特性を測定しているこ

とを示唆する。

事前テストの得点で３グループを作り、批判的思考態度、SRL行動傾向の下位因子の得点をそれぞれ従属

変数とする２要因分散分析を行った。

表４に３グループのSRL行動傾向の平均と標準偏差を示す。グループとSRL行動傾向の関係を図１に示す。
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図１　各グループにおけるSRL行動傾向

その結果、批判的思考態度については、２要因の交互作用は見られなかった（F（6、111）=1.096、 

ns）。一方、SRL行動傾向については、２要因の交互作用が見られた（F（4、74）=2.04、p<.1）。下位検定

の結果、事前テストの３つのグループすべてにおいて、SRL行動傾向の単純主効果が見られた（F（2、74）

=4.917; 4.537; 15、247、p<.01; p<.01; p<.01）。すなわち、このように、２つの尺度が事前テストと異

なる関連を示した。また、SRL行動傾向だけが関連が見られたことは、SRL行動傾向は学習活動に直接的に関

連することを示唆すると考えられる。

ここまでは、授業内容に関する知識理解の量的側面と、受講者の学習行動の傾向性との関連を検討してき

た。学習内容の理解については、知識の定着という量的側面だけではなく、課題に対する思考力や関連する

内容を結びつけて適切に表現するという質的側面からも検討する必要がある。そこで、授業の最終回で実施

した内容理解に関する自由記述との関連を検討した。調査の結果、得られた自由記述回答を確認し、授業回

で扱った複数のトピックを関連する記述であったものや、授業内容に関連する事柄を含むものと、そのよう

な記述が見られないものの２つのグループに分類した。この２つのグループを従属変数として、SRL行動傾

向と批判的思考態度の下位因子の得点を独立変数とする２項ロジスティック回帰分析を行った。その結果を

表５に示す。回帰分析の結果、批判的思考態度における客観性と自由記述回答のグループに有意な関連が見

られた（B＝3.149、p<.05）。また、有意な結果ではなかったものの、SRL行動傾向における努力調整と自由

記述回答のグループに有意傾向に近い関連が見られた（B＝3.545、p＝.118）。

表４　SRL行動傾向尺度の下位因子の平均値 表５　SRL行動傾向と批判的思考態度と

　　　内容理解の関係
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３．考察

本研究の目的は、講義型授業において反転授業を参考にした授業手続きが学習内容の定着に及ぼす影響に

ついて検討した。個人差変数としてSRL行動傾向と批判的思考態度を取り上げ、これらと授業内容の理解と

の関連について検討した。近年のアクティブ・ラーニングの推奨に伴い、講義型科目における学生の授業へ

のアクティブな関与が求められており、本研究でも、反転授業を参考にした手続きを組み込む授業手続きを

実施した。授業開始時に、学生の授業内容に対する既有知識の確認のために、授業で扱う内容に関する理解

テストを実施した（事前テスト）。その後、授業を実施し、同内容のテストを行った。事前テストの結果、

学生のSRL行動傾向の中でも、メタ認知と理解テストに関連が見られた。本研究では、授業内容の理解度の

指標として、知識理解の定着に関する量的測定だけでなく、授業内容の関連づけや多領域への転移を確認す

るために、自由記述回答による内容理解度の調査を実施した。その結果、自由記述内容の質と批判的思考態

度の中の探究心とSRL行動傾向の努力調整に関連が見られることが明らかとなった。

本研究で得られた結果をまとめると次のように考察できる。まず、本研究では、学習内容の定着に関連が

見られる要因として、批判的思考態度とSRL行動傾向を取り上げた。その結果、学習内容の定着にはSRL行動

傾向の中のメタ認知のみが関連が見られた。批判的思考態度は、学習内容の量的定着には関連が見られない

という結果であった。この理由については、授業内容の量的定着については、「今までの自分の勉強方法を

見直すことがある」、「授業中は、自分がきちんと理解しているかどうかを、確認するようにしている」、

「授業で学ぶ内容に興味がある」、「授業で学んだことを生活でいかしたい」というような、自らの理解度

の関するモニタリング過程に対応すると考えることができる。このような学習におけるモニタリング機能

は、自己調整学習における「主体」としての自己プロセスであると考えられる（伊藤、2009）。学習におけ

る、自己関与過程が学習を促進することは、学習の内発的動機づけにおける「同一化による調整」「統合に

よる調整」「内発的動機」での機能と関連するものと考えることができる。また、記憶の精緻化過程におけ

る自己機能は、記憶成績を向上させることが明らかにされている（豊田、1989；豊田・齋藤、2003）。精緻

化における自己機能とは、学習者が記憶項目に関連する情報を自ら加えたり、項目の内容が適切かを判断し

たりする過程であり、このような機能により、記憶成績が向上する。反転授業は、学習内容に対する学習者

の関与機会を増やす工夫が組み込まれた授業手続きであるといえるが、授業内容の定着には、授業者が手続

きを間違いなく進めるだけでなく、学習者の関与の状態も把握することが重要であるといえる。

次に、授業内容に関する関連づけや転移といった質的な理解の向上には、批判的思考態度における探究

心が関係することが明らかになった。また、SRL行動傾向の努力調整も関連する可能性が示唆された。この

ような結果が得られた理由としては、授業内容の関連づけや転移という過程と、批判的思考態度やSRL行動

傾向の努力調整の特徴の関連を踏まえると次のように考察できる。本研究で実施した授業計画は表1に示し

たように、発達理論、学習理論、学校心理学概論、トレーニングのローププレイング（Social Emotional 

Learning）と、児童生徒理解に関わる心理学的知識について広範囲な理解を求めるものであった。そのた

め、受講生には広範囲な内容を関連づけること、あるいは、それまでの授業内容を当該授業回に適用すると

いう作業が求められた。批判的思考態度における探究心は、「生涯にわたり新しいことを学び続けたいと思

う」「さまざまな文化について学びたいと思う」「いろいろな考え方の人と接して多くのことを学びたい」

という項目によって構成される。これは学習における内発的動機づけに関わるような機能であるといえる。

この項目では、いろいろな考え方に接することへの志向性をみることができる。平山・楠見（2004）では、

環境ホルモンの人体への影響に関する対立する主張の資料の読解後、結論を導出するという課題を行った結

果、探究心は、情報の評価段階において、自らの信念と矛盾するような情報も受け入れることができること

を明らかにした。あるいは藤木（2017）は、道徳的理解が求められる読解課題において、探究心が高いもの

は適切に内容を理解することを明らかにしている。このような知見は、探究心が自らの信念にとらわれない

理解を促進するという機能に関係することを示している。本研究の授業では、広範囲な内容の理解が求めら

れるため、自らの信念に合致しない内容についての理解も含まれていたことが推察される。本研究の授業で

は、受講生同士のディスカッションや前回授業の振り返りを組み込むことによって、トピック間の比較が行

われることを狙っていたが、実際の学習内容の関連づけや転移につながるためには、受講生の内的状態の把

握が求められる。

本研究では、反転授業を参考にした授業実践を行うことが授業内容の理解に及ぼす影響について調査を実
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施した。その結果、反転授業を参考にした授業手続きが学習の理解を促進すること、また、学習者の学習時

の内的状態の把握が重要であることを明らかにした。最後に、授業デザインの観点から本研究を考察する。

本研究では、反転授業を参考にした授業デザインを行ったが、一般的な反転授業とは異なる点もある。例え

ば、一般的な反転授業の手続きでは、動画教材や教科書の内容理解などは授業前の自習とされる。これに対

して、本研究では、授業時に教材の視聴や講義が行われることが多かった。この理由としては、受講生の課

外活動や他の授業でどの程度予習を必要とする活動が一般的であるかなどについての情報が不足していたこ

とも関係している。本研究の授業の手続きでも、授業時間が大幅に不足しているという印象はなかったもの

の、多様なディスカッション環境を設定する、複数のディスカッション課題を行う、あるいはロールプレイ

などを繰り返し経験するなどを行うということには制限を感じることもあった。このような反転授業を実施

ために必要な時間がどの程度であるのかについては、今後の課題であると考えられる。
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